資料9　小教区評議会について
1． その目的と機能
	(1)
	· 小教区評議会（以下評議会という）はその小教区と共同体にとって本当に何が必要なのかを識別するために奉仕します。
· そのため評議委員は、福音が求めることと、この世におけるキリスト者の実際の生活との間に開き（遊離）があることを認識します。
· ゆえに、評議会は祈りのうちに共に時を過ごし、愛と信頼で一致する目的で黙想し、共同体のために神の御旨を識別します。

	(2)
	· 評議会は小教区とその共同体に応えるために、目標と優先すべきことを決めるための役を担います。
· 評議会の決定事項は司教の指針と一致しています。
· ゆえに、評議会によってなされることはおもに宣教方針の決定、日々の運営は各委員会（スタッフ）によってなされます。
· 主任司祭は会議に出席し、識別の過程への全き参加を経てなされた評議会の決定事項を承認します。

	(3)
	· 評議会は福音宣教に向けられています。
· 評議会はその小教区の使徒的、宣教的、霊的必要の中で最優先するものを確実に与えるために置かれているのです。
· 評議会は信徒に洗礼、堅信を通しての使徒職に生きることに招きます。

	(4)
	· 評議会は神の意志を求めて集まった神の民の交わりです。
· それは参加し決定できるようなw価値愛の場を提供し責任を共にする信仰共同体です。

	(5)
	· 評議会は神の民のさまざまな役割（司祭、修道者、信徒）を結びつけます。
· 評議会は小教区におけるあらゆる種類の新しいタレントを見いだします。
· すなわち評議会は神の民の賜物を認め、感謝し、そして個々の人のユニークな賜物を現し生かすように努めます。

	(6)
	· 評議会は小教区共同体の対話のための効果的な機関です。

	(7)
	· 評議会は新しいさまざまな奉仕職のための養成の場でもあります。
· 祈りと霊性、キリスト者としての教育と養成、人間的関心事と正義と平和そして小教区の刷新などの豊かさに触れるからです。
· 評議会は成人の信仰教育のために重要な機会です。

	(8)
	· 評議会は代表です。老いも若きも、男性も女性も、受洗者も未洗者もすべての分野の代表です。

	(9)
	· 評議会は小教区刷新のためのふさわしい機関です。
· それゆえ、評議会はチャレンジ（挑戦）することやリスク（危険）を恐れません。

	(10)
	· 評議会は協力的です。
· 教区、地区の構成員としての小教区は、教会の使命を遂行していくために、他の小教区と協力することを求めます。
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